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華東師範大学歴史学修士　梁　惠娣
发言稿
中日“一衣带水，同文同种”，自古存
在文化交流和人员往来。由于经济全球化
和跨国问题的存在，国家间更是形成了相
互依赖的关系。中日分别作为世界第二和
第三大经济体，源自地理的优势和资源的
互补性使两国间的经济发展紧密相连。但
是近年来中日关系存在恶化情况，主要原
因是中日之间缺乏相互信赖。
在过去的中日关系中，曾经存在一段
“黄金时代”。1972年中日邦交正常化之
后，两国领导人都曾为建立国家间相互信
赖关系做出过努力。这些努力是通过两
国领导人的互访来实现的，在领导人互访
中，除了讨论经济合作，更多次提出增加
两国以文化交流为主的人员交往，促进相
互了解。
福田赳夫首相曾强调：中日之间的经
济合作固然重要，但更为重要的是提高两
発言稿
中日間は「一衣帯水、同文同種」であり、
古来より文化交流と人的交流がみられた。
経済がグローバル化し、国境を超える問題
が現れたことにより、国家間には相互依存
関係が形成された。中国、日本はそれぞれ
世界第二位、第三位の経済大国であるが、
両国は地理的な好条件に恵まれ、資源も相
互に補完しあう関係にあることから、両国
間の経済発展には密接なつながりがみられ
る。しかし、近年日中関係は悪化している。
中日間に相互信頼が欠けていることが、そ
の主な原因である。
かつて日中関係には、「黄金時代」と呼ば
れる時代があった。1972年の日中国交正常
化以来、両国の指導者はともに相互信頼関
係を築くために努力してきた。こうした努力
は、両国の指導者が相手国を訪問すること
によって実を結んできた。指導者が相互訪
問したときには、経済協力について議論す
るだけでなく、文化交流を中心にした両国
間の人的交流を増やすことで、相互理解を
深めようという案についても、幾度となく提
起されてきた。
福田赳夫前首相はこう強調したことがあ
る。日中間の経済協力はもちろん重要では
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国间的相互理解与相互信赖。如果做不到
这一点就没有真正的友好。为此，重要的
是确保增加人员的往来与文化交流。也是
在《中日和平友好条约》签订之后，福田与
邓小平会谈时说真的希望好好利用“和平
友好”这几个字，绝对不能让钢筋大桥生
锈。
1979年大平正芳首相访华时，则着力明确与
中国在人才培养方面进行合作，并提出了具体的
措施：在访华期间即签署包括交换留学
生、中日青年交流在内的文化合作协议；
在原则上同意签署领事条约，以解决国
籍、回国、探亲、日本残留孤儿等问题；
提议尽早签署科学技术合作协议；提议相
互举办文化展；为日本研究及日语教育捐
赠钱物，在中国建立日本语言学研究中心
（就是著名的“大平学校”）；在日本建立
日中会馆，接纳中国留学生。
1980年华国锋总理访日时，大来佐武
郎外务大臣向黄华外交部长递交了由国际
交流基金向北京大学等67所大学及教育部
寄赠日语教材的目录。大来提到日本少年
棒球联盟少年棒球团访华一事，黄华外交
部长表示欢迎。在日本派遣东北死难者遗
属友好访华团访华的问题上，中国也给予
了合作，此外中国还支援日本残留孤儿回
日本。1983年3月中曾根康弘首相访华时还
谈到感谢中国的特别照顾与配合，并提到
还有800多名孤儿。
あるが、さらに重要なのは両国間の相互理
解と信頼を高めることである。これができな
いのなら、真の友好はない。そこで重要に
なるのが、人的交流と文化交流を確実に増
やすことである。『日中平和友好条約』調印
後も、福田は鄧小平との会談のなかで、思
いの丈をこう語っている。文字通り「平和友
好」をうまく活用して、絶対に鉄橋が錆びな
いようにしたい。
1979年、大平正芳前首相は訪中したさ
い、人材育成の分野における日中協力につ
いて力説し、次のような具体策を提起した。
この訪中期間内に交換留学、日中青年交流
を含む文化協力協定を調印すること。国籍
問題、帰国問題、親戚訪問、日本残留孤児
などの諸問題を解決するために、領事条約
の調印について原則合意すること。科学技
術協力協定を早期調印すること。文化展覧
会を相互に開催すること。日本研究および
日本語教育に資金援助を行い、中国に日本
語言語研究センター （有名な「大平学校」の
こと）を設立すること。日本に日中会館を設
立し、中国人留学生を受け入れること。
1980年、華国鋒前総理が来日したさいに
は、国際交流基金から北京大学など67大
学および教育部に寄贈される日本語教材の
目録が大来佐武郎前外務大臣から黄華前
外交部長に対して手交された。また、大来
が日本少年野球連盟の少年野球チームを
訪中させたいと提案したところ、黄華はこれ
を歓迎した。さらに、日本から中国東北地区
死没者遺族友好代表団を訪中させることに
ついても、中国側は協力するとしたほか、日
本人残留孤児の帰国についても支援すると
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1982年发生教科书事件后，铃木善幸
首相于同年9月访华。其间更加强调了“日
中关系的蜜月期已经结束，现在进入了成
熟期，更要以相互信任为基础”（18/04-
1027/2），邓小平则表示，“今后再发生一
些问题，我们本着相互理解的精神，以诚
相待，会迎刃而解的”。
1983年11月胡耀邦总书记访日之际，
中曾根康弘首相提议为了巩固和发展中日
关系，除了“和平友好、平等互利、长期
稳定”三原则以外，再加上一条“相互信
任”，成为四原则。胡耀邦特别提议两国
要加强相互信任，在日本首相主持的欢迎
午宴上说道“明年（1984年）9月到10月，
邀请3000名日本青年访华，费用由中方负
担，希望总理同意”。中曾根也强调重视青
年之间的交流，要扩大名额邀请中国青年
到日本参观访问。胡耀邦还在京都接受日
本放送NHK采访时表示中国也要建中日友好
纪念馆，在那里留出并展示为两国友好做
出贡献的日本朋友们的名字、相片和功绩
等。　　
した。1983年3月には、中曽根康弘前首相
が訪中し、中国側の特別な配慮と協力に感
謝するとともに、依然として800名あまりの
孤児が残されていると指摘した。
1982年、教科書問題が起こるが、その
後、同年9月に鈴木善幸前首相が訪中して
いる。訪中時、彼は「いまや日中関係の蜜月
期は終わり、成熟期に入った。相互信頼を
基礎にすることがいっそう求められる」と強
調した。これに対して、鄧小平は次のように
述べた。「今後、新たに問題が発生したと
き、相互理解の精神にのっとり、誠意を持っ
て対応すれば、自ずと問題は解決できるだ
ろう」。
1983年11月に胡耀邦前総書記が来日し
たさい、中曽根康弘前首相は中日関係を強
化、発展させるために、「平和友好、平等互
恵、長期安定」の三原則のほか、「相互信
頼」を加えて、四原則にしてはどうかと提案
した。胡耀邦は両国が相互信頼を強める
必要があると強調し、日本の首相が主催し
た歓迎会の席上、こう語った。「来年（1984
年）9月から10月にかけて、日本人青年3000
名を中国に招聘する。費用は中国側が負担
する。総理の同意を得たい」。中曽根もまた
青年同士の交流に力点をおき、訪日見学の
ための中国人青年の招聘者数を増やしたい
とした。さらに、胡耀邦は京都でNHKの取
材に応じ、こう話した。中国にも日中友好記
念館を設立し、そこで両国の友好関係に尽
力した日本の友人の名前、写真、功績などを
保管し、展示したい。
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1984年3月中曾根访华，提议建造中日
青年文化交流中心，用作日方访华青年的
住宿和两国青年技术、文化交流的场所。
胡耀邦回答“非常赞成”。
正是由于中日领导人的努力增加相互
信赖，彼时中日关系发展良好。但是近来
中日关系恶化，主要是由于历史问题、领
土争端等以及由其引发的民族主义情绪的
爆发，这都增加了两国之间的不信任。现
实主义的国际关系理论强调共同的国家利
益的重要性。1970、1980年代中日之间构
建相互信赖关系的最大共同利益是发展经
济，为此暂时搁置了争议。两国领导人提
议的增加文化交流为主的人员往来，其主
要目的也是为了增进了解，有助于在历史
问题等上面能有换位思考，以平和的心态
看待历史，共同看向未来。现今要建立中
日之间的互信，最重要的是维护两国的交
流渠道，从政府和民间层面商谈解决问题
或者是搁置问题的方法，寻求共同利益，
淡化矛盾，并对此达成共识。
1984年3月、訪中した中曽根は、日本人青
年が訪中したときの宿舎として、また両国の
青年が技術・文化交流できる場として、日中
青年文化交流センターを設立したいと提案
した。これに対して、胡耀邦は“とても賛成
する”と答えた。
日中両国の指導者が相互信頼を深めよう
と努力したからこそ、当時の日中関係は良好
に発展したのである。近年、日中関係が悪
化しているが、その主な原因は、歴史問題、
領土問題などによってナショナリズムの感情
が爆発したことにある。これによって、両国
は不信感を強めている。現実主義の国際関
係理論は、共通の国家利益の重要性を強調
する。1970～80年代、日中が相互信頼関係
を築くさいに、最大の共通利益にしたのは
経済発展であった。だからこそ、論争は一
時棚上げにされた。両国の指導者は、文化
交流の増大を中心にした人的交流について
提起したが、その主にたる目的は相互理解
を促進することにあった。このことは、歴史
問題などで相手の立場を理解し、理性的に
歴史に向き合い、ともに未来を指向するうえ
で有益である。いま、中日が相互信頼を築く
ために最も重要なことは、両国の交流チャ
ネルを維持すること、政府と民間レベルで
問題解決のための話し合いをすること、あ
るいは問題の棚上げ方法について話し合う
こと、また共通利益を求め、意見対立をお
さえ、そして共通認識をつくることなのであ
る。
－ 45 －
